 消防団員心得
１　公務団員は常に水火の予防及び警火心の喚起に務めること。 

２　非常時に際しては身を挺し市民の生命財産を守る心構えを持つこと。 

３　団員は規律を厳守し上長の指揮命令下一体事に当たること。 

４　団員は互いに相敬愛し礼節を重んじ信義を厚くすること。 

５　平素は公務団員として召集に応じ得る準備を整えて置くこと。 

６　団員は法規を厳守し交通事故を起こさないよう自愛心を養うこと。　　　  -以上- 

 

消防団心得　(消防手帳より）
１　常に水火の予防喚起に努め、一朝事有るに際しては身を挺し難に趣くの心構えを持つこと。 

２　規律を厳守し上長の指揮命令の下一体事に当たること。 

３　上下同僚の間互に相敬愛し礼節を重んじ信義を厚くし、常に言行を慎しむこと。 

４　職務に関し私に金品の寄贈又は饗応接待を受け、又はこれを請求する等のことがあってはならない。 

５　職務上知得したること、又は他より聞知したるを問わず機密をもらさないこと。 

６　消防団又は消防団員の名義を以て政治運動に関与し、又は他人の訴訟若しくは紛議に関与しないこと。 

７　消防団又は消防団員の名義を以て、みだりに寄付を募集し又は営利行為をなし、若しくは義務の負担となるような行為をしてはならない。 

８　平素何時でも召集に応じ得る準備を整え置き事に当り不都合のないようにしなければならない。 

９　貸与品、給与品等これを大切に保管し、服務以外に於てこれを使用し若しくは他人に貸与する事があってはならない。 

10　機械器具その他消防団の設備資材は職務を以てする場合の外これを使用してはならない
11　服務中は功を争い、又は持場を離れるような事があってはならない。 
12　職務のためと雖もみだりに建造物その他の物件を毀損しないこと。 

